


要約: PVL の成因として低 CO2 血症が重要な因子のひとつに考えられている。今回 PVL63

例について、低 CO2血症を含む周産期危険因子がどの程度関与したかを主治医の判断を基

に後方視的な分析を行った。その結果生後 7 日以内に一回でも低 CO2 血症(最小 PaCO2 値

≦25mmHg)があった症例は 63 例中 50 例(79%)、2 回以上の低 CO2 血症は生後 3 日以内 31

例(49%)、7日以内 37例(64%)、CO2 Index≧200となったのは 61 例中 26 例(43%)と高率に

低 CO2 血症が認められた。その他の因子として出生前因子では母体出血 32%、多胎 17%、

出生後因子では高 K 血症 38%の率で多かった。このように低 CO2 血症の頻度は他の因子に

比較して高く、何らかの形でPVL の発症、増悪に関与している可能性が示唆された。


